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年 代年令
1， 2.12日福島県東白河郡概念に生る。

問 9. 5  iまを喪う。
[可 16. 、 12 西白河郡久岡野小学校卒業。
I可 17， 、13 父を喪う。

i司 21. 17 福島県師範学校入学，J I t 年7 月磐梯
山爆裂す。当時福島師範生はi路地方

にでキャンプ生活をなし恩師根本莞

t  
同 30.3 ・26 東京高等締範学校卒業。
問 30.4 26 福島県締範学校教識となる。

- 同 32.4 28 熊本県師範祭校教重量となる。
問 35.4
大豆元年10
同 3. 1  

31 長崎県高等女学校教誌となる。
41 鹿児島県立加治木中学教識となる 0

43 ‘鹿児島. 桜島爆発ナ， I噴火と織物と

の関係につき調査研究をなす。

年代年令

同 13. 53 特に暖地位植物に付約 3ヶ月に豆り

同 14.

問 15.

て沖縄、奄美大島植物を調査ナ。

54 京都大学理学部植物学教室嘱託とな

る。

55 汎大卒洋学術会議のため「噴火と植
物との関係につき」見祭ナペき箇
所、別府. 阿蘇. 桜島、雲仙岳を郡

ι場教授と共に調査す。 ダ
ゼ'

昭和 2. 56 聖上陛下奄美大島行幸の際、植物の
生品及標本を天覧v"C供し「暖地位植
物の分布」につき御前に於て説明を

も申 t . . 上〈二〆
l司 3. 75 九州大学にて開催の第 3回日本学術

協会講演会に「九州植物地理櫛宣言」
につき演述ナ。

同 6.8' 46 米国の木本研究家ウヰル Y ; y 氏来 Ili巧 6. 60 近畿植物同好会採集指導をなナ。
訪. 氏の希望により E庁蔵の擦本. 堀幹事と共語大阪府植物誌成る。
460点を寄贈ナ、該主主咋は米国ア F I  I司
ノル v植物標本館に収納せらる。 兵庫県博物学会の顧問となり、植物

調査指導をなすaI司 8.

同 9.

I司 10.
同 11.

48 鹿児島大林区署の委腐により長霧島保
議林に於げる植物の種類及分布情況
調査をなナ. 叉E重久島金島の保護林
踏査を色なす。

49 内務省甥託として鹿児島県の天然記
念物を調査す，。

50 大分県の天然記念物調査。
51 . 長崎県天然記念物調査。

l貢1 16. 

問 17.

同 18.

70 東京営林局の委嘱によ P房総. 常磐
地方管内国有杯調査をなナ。

71 右向上，常磐地方各国有祢植物分布
調査をなナ。

72 r貝本本土に於ける暖地位植物の分
布考察と遺稿」を諮湊せり。

[司 22.2 司 76 老衰のため逝〈。

国代先生の植物標本企遺稿 . 広 江 美 之・助

し、幾多の研究資料となっている事は. 枚挙につきな
いと ζろである。豆、で御披露申上げるのは、国代先
生の遺稿についてどある。国代先生は植物分類地理13

¥ 念に「日本本土に於ける暖地位植物の分布考察」とし

て、その業践の一部を発表されている。しかしとれ以外
の商代先生の多くの資料が京大の援本室の一隅に保管
されている。 ζれが広〈皆様方氏御利用されるよう御

報知致します。なお最近田代孝子様の整理された「田代
先生の旅行記」が亭く出版される日を待っていまナa
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田代蕃ー太郎氏を偲ぶ

昭和ib年 2 月m 日偉大な植物採集家. 田代善太郎兵
がかぞえ年76歳で永眠された。学問上御世話にあヂか
り. 又親しかった後輩の一人として業の伝を書く。

':tt  村 . 四 郎

いって色過曾ではあるまい。最色九州に委しかった，
ζれは. 明治30年 3 月東京高等師範学技を卒業して明治

田代兵は真の教育者であった。究は小学校長であっ I32年 4 月より35年3 月迄熊本県師範に奉職され、3 s 年
た。終生心の中の師は倫理学者. 根本莞爾馬であっ 1 4 月より大産党年9 月建長崎県立高等女学校に奉職活

た。根本氏が福島師範に職を奉じてやられた時に. 其 1，. れた。肱の関北九州を大いに採集された。軟野博士を:

の生徒として教えを受けちれたのがはじまりで. 珍ら| 招ばれたの色此の頃である。故あって長崎県高等女学 1

L い植物があると、常に博物館の根本氏の下へ送って l 授の教頭の職を辞し大E 元年1013 より大豆10年 3 月窓 ι

いられた唱今. 国立科学博物館亡、田代善太郎氏の多十鹿児島県立加治木中学伎の螺託として奉職された。傭
教の標本があるのは肱の関係の色のである。根本氏も| 大: a9年 3 sより 14年 6 見意内務省天然記念物調査嘱
亦. 間代氏を終生深く識しみ. いろいろ世話をされ i託として鹿児島県で奉職された。小泉先生やウイルジ
た. 令息をあ? か b れたとと色あった。植物分類学上 j シが訪問されたのは比の時代であった。屋久島. 奄美
では、牧野富太郎博士に教えを受貯られた事が多大で、| 大島へ色探集された.
ある。とれは九州の植物採集講習会に、民代兵等が主| 京都大学に来品れてかb は、中国. 近畿を主として

て、終生師事して居られた。牧野博士のもとへも多大 Iが. 之は主として小泉先生の笹の調査でe t > った。昭和
の回代氏の槙本が送与れたのである。 1).8年植物採集旅行中福井県の今井長太郎氏の許で肺炎
主主都大学との関係は、小泉先生が九州iこ採集され、 | に躍られて以来植物採集には再起なく‘職時中は長野
鹿掲島県の加治木の間代氏の家に立寄られたのがはヒ i県仁疎開をれた。昭和舘年2 見20日永眠された。御家
¥ まりである。かねてより国代民は・同郷〈福島県〉の小| 族の話によると. 意識不明になって色. 云b れる事は
西軍直博士と知合で. 私蔵して居られ? とゐ小西博士が| 植物に関係あるととのみで「之は何々という名であ
京都大学に勤めて潜b れたので、ー夏、京都大学@ 講| るJ と、野外実習をして居られる場面や「鶴町兵お上
習会に出席されたのし京都に結ぼれる心の縁となっ| り下別、」とか r牧野先生一つ如何ですJ 1:. tp.， 何れ J

たという。
大1 E14年 1 月より昭和15年 313まで. 京都大学理学
部植物学教室に鳴託とレて勤務された。主として標本
車建設に主力を注がれた 6京都大学理学部植物学教室
む標品摩の凡そ30万点の中で凡を 5万点は馬が採集き
れた色の. 凡そ 5 万点は馬を逼ヒて集められた色のと
見さ与をつけている。〉昭和 6年より学生の野外襲習指
導をして居られた。借家都薬専の生徒の野外実習を永
年に捗り指導して居られた。 小泉先生は間代民を九州

色植物に関係のある方々に関ナる場面であったとい
うU 兵は真の教育者であって. その懇切な指導振り
と. 熱意とは. 思えば私なE は冷汗三斗である e
凡そ民が怒られた顔を知っている入は殆んE あるま
い。叉実に強気の人であった。植物の名は{ 般によ〈
知って居られた。独りで広く何色彼色知って、其の区
別点中、分布迄開rtば立もEζろ4こ香しかったのは実
に古来稀な人であった。
兵庫県との関係を明かにしておく。とれは兵が詳し

より京都に招ばれたのであったが、常に田代弐の斡| い日記をつげておられるので. ぞれから和、出Iが
心配定れ、先生退職後色隣に住まれて常に瞳ヒかつ| のである。、田代善太郎氏採集日記は夫人孝子さんが整
た。，
間代Rは日本各地の植物同好会ゃ、営林署の招きに

応ヒて各地に旅行され. 其白地方の岡野者に植物名を
教え、将来の調査を依頼された。其の結果が多数の地
方植物誌が田代弐白熱意と世話によって出来上って行
った。¥ 大阪府植物誌. 長崎県植物館. 麗摩植物館. 南
肥植物穂、福井県生物目録等兵の関係された色。は甚
?ゴ多い，

理され 1鷲の本となっている由来出版であるが. 広く
同好の士に頒帯したいものである。昭和 2 年 7 月3 日
物回. 昭和3 年 5 月5 日披崎 8 月20日掛崎来日岳e
21-:23日久養摂. 気比a 昭和 4 年 4 月23日摩耶山: 25 
日篠山永沢寺山: 6月3日有庵 :11且8 日久美浜。昭
和5 年6 月8 日淡路島 9 月7 a姫路書写山: 9 月21
自摩耶山。昭和 6牟6 月 1・日揖保郡鵠笹山: 8 月11日
姫路赤四谷音水 :23日姫路法華山ー: 10月11日零彦山 Z
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12月15日六甲山。昭和 7年 5 月14日. 15j : { 有馬. 三| 略。昭和12年 5 月15日、 16日但馬: 6 月13j : {加古川ー./
回: 6 月 5 日神戸野登山: 6 月12日能勢妙見: 6 月18 I  11月28j : { 篠山。昭和14年 6 月28日千刈鎌倉谷: 8 月10

1-"" 
R 淡路常隆寺山: ・ 7 月 2 日、 4 日姫路子 8 月17日書写| 日宍粟郡 :11月23日神戸白川峠。昭和15年，5 月 6 民和
山: 8 月19日妙見山: 9 月10目、 11日赤穣郡上郡: 17 I回山. 7 日生野、 8 日出石. 江原. 9 白金蔵寺山 :9月
日但馬: 18日姫路: 23日加束郡党現寺山: 松山皿嶺。 I23j : { 武摩郡山田村。以上・の如く兵庫県各地を踏査され
昭和 8 年 4 月22日多可郡千ケ主義: 6月25日六甲山: 7  Iた。古い会員の方骨の中には一緒に採集された日を思
月19日七種山。昭和 9年 5 月20日赤穂郡有年村: 27日| い出して下さるであろう。 ζれは兵庫県花げである
老坂: 8 月16日篠山御岳: 18日氷上郡妙高山: 19日高 1:が、日本を広くま告かれ特に九州はとの程度でないから
見放山: ' 9 月 9 j : {高仙寺山 :11月26日盛岡。昭和10年| 恐れ入る次第である。
4 月14日上郡: 9 月29日丹生山。昭和11年11月 8 a妓

.・「‘..，.......齢.:.a-...........-

、"e  
与春の司D わらかな腸の光りが漸〈庭の土をあた』め
て、秋に縫えた草花がやがての春をまち粂ねるかのよ
う息ついて居る D 柳の校が芽吹き初めた。，. 醐蜘
柳の新芽を殊の外貨美した父、共父と共に曾って纂

4  

ヲ北沢弓子 ( 旧姓田代 )

種類を集めー又柿よ梅、杏、くるみ等の種子まで丹念
に分類している「そんな種子まで集めて」と買ったら
父は「い守種類によってもま種子の形態が主主 5 のだか・
るJ と箱に仕分けていた。剣暗闘静
ヶ巻時東京大学良学部色越後高田に疎開となってを
れその教室の矢頭と云う人が時々高周かる訪ねて来
b れ、父と村の附近の景観をみた h 、一又研究上の打合

関していた私は京都の父母の身が祭ピられ再三す』め[ せもして居りました。父は ζの冬ご色りの期間中に大
て. 漸くまやきととそうして研究資料とを疎開するとと 1 ，体、多年堆積した膨大な資料の整理を了して最後の目
になり. 塩尻に交を迎えたのは終戦直前の 7 月であっ
た。塩尻での交の日課は朝夕の散歩、資料の整理と書
信をか. < 事であった。 4 圃岨岨圃圃幽...... 血畠祖国圃圃圃・

". 

E  ζの庭に色あるイスグリ J グミ J クノレミノキ. 鈴
なりの柿の実、附近の山の紅葉; さては千臨川iを中に
はさんで拡がる、小泉卒& i j ; 素朴な農村のた、寸志まいが

擦である「一一一一」への総合的な腹案を繰って居た
模様と祭せられました。それは其折の父の賞認を見て
よそながら想像がつ曇まナa 父逝き春は幾度かあ〈サー
きて. 私たちの生活古今愛媛の松前に移り住u ' 事とな
った。 ←一一ーーー「戸

a  ..... 咽開F胴胆岡田田町四開 ' 司 ' 司岡胴船

: 合って父が植物E汗究で交渉のあった兵庫生物の御箔
父にはよほと' 気lご遜った模様であった。きびしい冬鐙| 足あるを! 1 ! ぴ、ますもしき撃ながら告とを偲ぶ心のーはし
りの寒さを気づこうた炉、案外元気であった凸タ. 醐 1を認しました
長野地方には幾種類志の穴豆があゐので. それ絡の d

・- -___._. A‘........ '  
、 ， 

4  .  植物が泣くからZ . Tいわれる "  小，. . ‘休 新， .. 4  
田代先生が同舎の秋回代来られて植物採集指導をな I : 秋田に最初にとられたのは秋田姉絡が主催( 日乃出
されたのは 2度あります。 2 度と色お供して僕の植物 1:先生が恥むとなる〉されて答県で最色高い「駒ヶ岳」
採集への情熱を湧かしてくれた恩人であります。僕の| で採集会を開いた1936年昭'和11年 8 月18，19，20日の 3
標品2000種の殆E が田代先生の同定を得たととによっ! 日間でした。以前に色秋田県に来られたようですが‘ー

考えていまず。全国にはす= い分御指導を受けた採集室長| 田市千秋公闘を歩いたような ζとをきいていまナ培、-
のいるととであろうと人柄やら想像に難くありませ| その頃は田代先生を知りませんでしたヘ
ん。 よ: 先生に同伴して. 植物分布いうととに注意が向げ的

‘〆・
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られ、その彰響がゃうと続いたととでしょう。最近の
拙書「秩同県の植物J 色まする水平的分布を中心にして 1

所産植物を述ペたf ?ttであったのか色知れないと思い
出しています。駒ヶ岳の採集会で道々色々話されたと
とを思い出します。ヨミクリを水辺陀みて . ζれは北
方茶、田代越夫氏宅の庭園噂ζれはエゾスカシユ 9 で
北海道に多い色のt:とか、: . : 1 ピセンノウを見て朝鮮

にさしか A る時分には目はとっぷり暮れてRしまい‘裏
山の日; 暮@ 早い@ に驚きました。間代先生が「急げJと
いあれたの色無理はなかったととよでナ。! 日はと- b ぷち
暮れて下山遺ぽ見えない. 須藤己代治兵と 2人で先惑
とな h やっと国見温泉tこ遡! ' 1 . 僕は自炊し. 須藤崎
は出迎えに立った。深合いで残った10余名の会員は.
悟をして橡料を集め. 夜明けを. 待つととにしたそうゼ
す。老体の田代先生の病労を思う lこるげ申し訳けな除、:の色のらしいとか. クロパナノヒキオコシを指して裏

日本要素の植物であるなE と語られたととが僕には印! 志のでしたが、夜中の12時頃無事に温泉に揃って夕食
象深いととでありました前の一杯は思い出多いととでした。間代先度は九州屋
採集会なE でよく見受げられるζkであるが. との 1:久島採集では色っと難儀した話をじて下古いましたa
度色先の方が植物を採って、不要tこなるものがアキ| 書出で明らかにされた従来の記録にない患のはムシ
ノ判ン Y ウ守グンノショウヨを捨てられたのでナ。 Iヤシオガマ〈新都清はヒめ、ミヤマへピノネヨザ. ォ
ととろが田代先生はそれを拾って鵬乱に納めている様 iクヤマシグ、x . ゾアタサイ・. エゾヤマハギ. ミヤマフ・

うなぞれを捨てす刈こ脂棄にするのでした。僕が先生の I

可、

ラベルをかいて手伝っていましたら、ちょっとのぞき
見てy' rz・T をつげてくれ植物が泣くからねJ といわ
れたのです. 最初何を曾ったのかわげがわから守にき

という. 僕には感甑深い思い自の言葉となっていま

宿で会員に研究課題として次のような問題を碍L て
下さいました。
1. 露地に義植せられ. 若しくな鉢植民せられる植

ミ. ウゴアザミ.
: . ゾスカシ

駒ヶ岳の帰途拙宅に一泊された折りに標品を見ぜい

菊科、禾本科、事草科、草子葉、羊歯類ミ柳科の専門f
〆

家のいるととを始あて知 b、大いに研究の能率が上っ
た色のでナ。
先生の朝起の早いのには驚きました。第 2 回目の問
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唱、 以上のことがちについていろいろ説明がありまし

た。
駒ヶ岳の頂上ヨマクサ群落の見られる砂礎地をザツ
クザツク滑るように下る頃は夕日に映える鳥海山の美
観にみとれていましたが. 沢下りの足場の悪い下山道

終りに先生との聞に手艇の往復がかなりあった間 t  

に、とれば植物と関係の奇い人物調査の依頼がありま
ナ。人物の評判かち性行概評行動の記録をし bペてお
届けして大へんよろこばれたよラでしたo

(1952. 2. 2. 記〉

百毒欄
①室井緯への趨信 室井編集子宛の通信は必する、神戸市長問区寺池町1丁目、県立兵庫高校として下をい。
，万一、兵庫区兵庫高校とすると兵庫区の市立兵庫高校か又は兵庫区の市立工高に行き、 rる「る廻る中に
掛失ιて了いますから御用心願いまナ。打電め時はムロイヒロシがl E しいと聞いていまナが、タ夕、シヤ
夕、ムダ、アャシ、 a クカ、ヒロム其の他、何んで色J : ろしいとか。( 大浦茂樹〉

@2巻3号発行 3号は明年早々に出版じたいと容ヒますから、年末までに原稿送付を願い奮す。次号から、
県内動植物誌資料を募集しますから短報をE しE し御寄せ下ざい。( 編集子〉

①百舌欄募集 本誌荷録としτ会員名簿を出版しましたa 各支部毎に1替から5番までの方は必すも百舌欄の記
事を御寄せ下さいo ( 編集子〉
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国代様を偲ぴて

分布の事実とその原因を知り皮いとの御希望が多分
に見受けられたι比の点は自分に色共還した点である

/〆 e

ので、との方面< < : 王手心研究されていた田代様の名声を
時々承っていた。大豆12年の夏、当時京都大学の植物
で問ピ学盆であった現在農学部教授である今村敏一郎
博士と鹿児島に採集旅行の途、加治木中学に奉職され
ていた回代先生に色身九州の植物の状況13就いて、御
穏を承りたいと思い加治木に下草訪問した。夏休みで
あったので奄美大島に採集に御出になった留守中で残
念ながち引揚げた。数年後桃谷順天堂が国代様の援本
を買入れ、之を京都大学に寄贈した為、之の整理に京
都大学に御出になった。
英の後大東亜戦争で私が南洋に参る迄の拾数年開会

私御世話' になった。終戦後復員したが会う機会色ない
丙に他界された次第である。
ζの閑珍b し〈感じたととは、同代様が或る時j昔望

社の雑誌を配布されていたのを見た ζ とである。希望，
社との関係は直接御本人か b激ったのではないが、長
崎県の女学校に20年近く奉識の際4 後藤静香さんと一
緒Tゴったので希望社? っ主旨に共鳴されていたとのとと

一一一
'‘ .木 茂

を; 取った。時身植物の名称をお尋ねすると、ぞれ: ば何
処からf可処まで分布ナるのであるとノートを調べて教
えられた。その材料は地方の方守を指導いその上で
調べあげた貴重な材料によったのは勿論である。
我が箇の分布の状況が漸次判明してゆくのを常に無

限の喜びとされていた様に見受けちれ足。自然を愛さ
れる方には変入色多いのに、その様な点が全くなく寡
言にして温厚であったのは教育者で旦希望社の愛の精
神に徹して底られたととによる様に思う。との完成し
た人格が凡ての繁比を色のと色せす、地方の人身を指
導された原動力となっていたと察せられる。従って物
質的方面は知 b ないが、精神的には自然研究の醍醐味
を味U ¥ 之に全精力を打込む ζとの出来た幸福の入で
あった。他方国代様の太きな業績はさ長時五確な図鑑の
乏しい時代lこE 確な植物名を地方の人身に普及し、後
進を指導された ζとにあれ又小泉先生のもとで京都

にある。 ζの 2点に特に敬意を表しつ L 先登の霊にこ
の捕文を捧〈二 ( 昭和27年 1 月17日〉

国代先生 と 手A

b了度20年前の19才の夏体殿中
に新聞紙上で国代善太郎先生指導で17aに書写山で植
物採集会、 18日標本鑑定会が開かれる ζとを知った。
同時に兵庫県博物学会のあるととを知った。私はそれ

/  まで折にふれて集あた標本が石炭箱に 1杯余り貯って
いた。時# 牧野先生の日本植物図鑑や村越兵の色ので
一応見主与をつけていたが、 E うしでも自信が持てない
そとへ新聞で団代先生の実地指導の記事や標本鐙定会
が関かれるととを見? とので、早速恩師片倉; 患先生K 紹
介自なしに誰 1.人知らない私が商代先生に御願して果
して鑑定して下さるかE うか御相談して見たと ζろ、
「思案するより、ぶつかって見ょ」と王者5ζ とにな
り. 16日夕代郷里、有年を発って従兄の姫路の宅に1白
色1て貰う ζとにした。
初it>て都会に泊ったうれしさと、何年志望ん? ゴ植物

の実地指導を受ける楽しさとが交錯して、どうしてs

室 弁 t学

ゆっ〈り寝 bれす、 5 時には目が鐙め皆さんより、 1  
時間色早〈現地に活: いた。
書写山鑓で見知らぬ方ばかり 50余名も集った. 最初
に姫路師範の西本俊雄先生が何時. 色、の温和な顔で国代
先生を紹介され、田代先生色亦、笑顔で、何回で色遠
慮しないで尋ねて慾しい等と云う意味の親切町f寧な挨
拶をされたので郷里かち担いで来7こ模本のとと等を思
い出し、占あたと云う予感がしてうれしかった。その
日は手芸品り次第に引き扱いて間代先生に御尋ねして?
ープに名をつけて、胴乱に詰め込んだ。そのl婦は大き
い胴苦Lに3杯色野冊に入れたから今から思って色随分
採集したsのであった。山頂の堂前で昼食をとった
が、食事を早〈終えて、附近で手諮り次第に採集して
食事中の先生に尋ねて鵬首Li " ( 詰めた。乙の時にナガパ
，;)'.::..ズネノキ、 イロハモミジ、 ィヌピェ、 V ラガゴ
ヶ、カプトゴケ、イヌタダ等は盛えた名である。後
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目、羊砲の田m博士に承ったととであるが、回111先生 i上郡町に先生を御迎えするととが出来た。饗10民ん
色、 Jとの会に御参加された由で、先生はま. ，，，，' = 高在辛| 軍事で別所先生、胃本先生、先軍の宮崎商量生肉中砦
申で京都駅を 1番汽車に乗られるために深夜下宿か| 一氏と小生の注入で赤穣県最高峰、三漫山に登山し怯

1 同時余り色歩いて京都駅に出られたとのととで| のであったーとの目色私は一生懸命採集して名札をつ
あった。 ・ It . t た. その後、先生との親密の度はー属加え島れてぜ
その後、色々の繰があって s回色との山に採集に番 i毎週不明の標本は蹄棄にして先生へ送付した. ' 先生ほ

った。その都度、思い出の同ヒヨ』スを歪まるととにし l何時色折慈しi御窓事を賜るので 1年位で大底の色のほ
で、ありし日の国代先生と私の運命の決った ζの山を i判る様lこなったのである。
なつかし〈思い慣' したのである白 下 I  そ@ 後、私は農学校卒業と同時に女検を受げるζと

闘か笹習し? と.
1 翌18日、 8 時に親戚を出てカシカン照る坊主町で. r l
スと別れて. 汗をかき乍ら、田代先生二1こ御願いして見
た。先生は生徒の私の願を早速いれて下さって、みて
揖くととが出来た。丁度折工〈私の探集品中医先生が
何年色探し求めていられたヨヤ; ; r . ノキがあったので、
私の名まで先生に知って蟻き先生から分布を確めるよ
うtこ命ぜられた。との最初に私の採った土地が赤穂郡
赤桧村崇木大避神社で、昭和 8 年天然記念物に指定さ
れた. その外にチトセカグラ、ナツアサド，停と云う
珍品の良標本が私の持参品中にあったので乞われるま
まに先生に差し上げた。そして現地の状況を折返し、
京大の問先生宛に御知らせしたととろ、今度は先生ーの

げた。準時. 上郡農学疫の校長岡田芳穂先生、教頭の
片倉恵先生、林科の別所久雄先生等からいろいろ御助
、、曹を賜り、別所先企は回代先生を御適えする経費の金
部を負担して下さった。それで悶年9 )j 9 目、赤穂郡

私の少年時代の忽出

究の鹿児島時代あり南九刺鹿児島のカシカシ腐り z

の、蝉し「れの、広い屋取の龍一ぼい並べ干されてい
る扱取紙の光景がある。日加枚色の紙を並ペ押えに樟
をb たし、石をおき表が乾いたら裏を還す、裏が乾け
ば、 i日が傾かぬうちに愈いで取り入れる ζれが私達の
日課であった。ぞれ仁続いてなやまされたのは押葉っ
くりのお相手である. 究の前日座り肢取紙を 2枚 3 枚 l

と指図によって究に渡ナζとなのである。遊びほうザ

生の御助曾御欝導色あって. 竹の内田博士の居られる
盛岡高農へ進撃を決したのであった。先生はひ!t<，棋
の入試を御心配下1さって、京都の受験地では、あぎb
ぎ出張し史某教授iこ御会い下さったり、孝授の某教授 ‘、
に添書き下さったり v 受験準貝は先生の宅に泊めて下 1

になった色のであった。盛岡か b入学の電報が入った
時なE 、早遼電報を先生代打ったととろ、先生は君f T .
b知らせの 3 目前に入管が礎であるとの報を得ていた
と云う意味の御薬害を競いた。
昼間車掌宇色、附近の砦手山、姫神山、阜地峰山等
に登!1，; ' : 朱知の植物を採集しては先生iこ送り御指導を
受げた色のであった. との年まで面白〈先生と開E遭
を歩〈 ζ去の出来るのs、私の採集涯の少年時代に折
よ〈採集会鑑定金に巡り会ゐせて扱いたき停を審ぷと共 4

4こ、間代先生の御指導の賜と何時色感謝し乍ら植物採
集の遊楽に及ば守乍 b努力している衣第である.

田 代 晃

由を重んヒ、決して，宜見を強いるような事はなかっ

た，‘
毎日数十通の手紙を書き、標本と調査@ 整理をして
いた究4こは暇というもののある磐はなかったが、時折
夜分なE 山行の靴下をつ〈ろって居た、とれは仕事を
つめ過ぎたあとの頭休め' であったというととである由、
究の凡帳面
植物に関する研究資料の整理保容は畠畿の乙となが

るととの許きれない故うらめし〈轟- 5 ζと色あったq I b、記念すべき社会面の新聞や号外、会私の手紙類を
簡単なととの様であるが大蜜な行であった I
家庭に於げる究
e  とと挙問に関してはまととに厳しい焚であったが、
家庭的には寛大な究であった白家族ぞれきれの人格自

干類、いつの間にか手元をはなした様な色ので色究の
ととるにも守んと保護ぎれている、究はその余白守裏
を剥用して植物のことを書いて居る、いつE うして究

....:- 5 2 -
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のととろに行くのか今で色不思議に思っている。
色のを大事にし、一寸の紙ぎれで色捨てすも便剥なも

のが出来て色、新らしい志のはめったに侠わなかっ

った。
父は人を愛し愛された。
人を批評したり攻撃したりな芝、ついぞア開いた E と
がない。人との交際に於て色、学問上で色、その他で
色、縁あってつきあった限り、その交りに強度を変え
る様なζfとはなかった。たとえ他か b 中傷の言葉を開
いて色、
f2支はめったな ζとで棄てる志のでないぞ」
ofAのある交際の成行を察し? と父は珍らしく、乙う割iし
た。それから10年を経た今日、火の言葉を味わい深〈

あ と ' 十 年

「植物地理」の研究という大仕事と取っ〈ん? ゴ父にと
っては、 76才の齢色短かい生涯であったと言えよう。
「十年ひと仕事j と世間では、普通言って似るが、そ
の10年をいくつ色重ねて、なお足りない仕事を、父
は、 ζつこつと続けていた o ・
「お父さんの研究は、いつ、まとまるの? あと何年
かかるの ?J
「そう忙な、あと10年」
10年たった。
「お父さん、まTゴ出来ないの ?J
「うん、ま7ゴ」
「あと何年 ? j
「そ 51，ゴな.あと10年J
ζんな全話が、家で、 f手や私たち子供と父との聞に

何回となく交された。しまいには、私たちの方が根負
げして、あまり言い出さなくなったJ
未完成なが b 色、自分の歩いた道にヨいて、その
時、その時の中間報告を発表して後代、しっかりまと
め上げる、という風にできないものかよとう思って.
父に申入れたとと色一再な b宇あったが、そんな器用
なととは、父には出来ないことであった。
「お父さんは. 百まで色生きられるつ色りで仕事をし
ていられる様I ' C 見えるけれE 、そんな自信があるの ?J
父は昌司昌司笑う? ゴけで何也言あないのが常であっ

花。

父の仕事の価値と困難さとは、私たちに志織〈い〈
bか解つては来たが、学問の世界である1:11'に、言実5毒

思っている。
今年ち春が間色なくやってくる o

柳の芽と共に、
「疎水の柳の芽がふ〈らんできたよ、とて色、美レか
ったよJ
父は柳の芽ぶきをととさら喜んで、よく岡崎方面支

で散歩. の足をf申した。
父にとっては、柳の芽ぷきは、植物の精が春風に托
して送る招きの第一信であったのであろう。
父にお伴しての採集行の数有は懐しい。私は父の

期待に添えすも、植物には遂に進まなかった。しかし.
父の教えてくれた「山歩きの用意とヨツとねばり」と
れ1:けは、私の道に於て生かさねばなちぬと患ってい
る。( 昭和27. 1. 30 記〉

回 代 孝 子

のない私たちには、とれという手伝い色でき歩、 E う
しようるながった。 • 「お父さんおひとりでは無理ではありませんか? 同
じ道を歩乙' うというお弟子の方々に、それぞれの区域
を受色。て色らって、一定の方針で調ペにかかって頂
いでは如何です。 '5 ヶ年計割、或は10ヶ年計担! とい
う夙に、はっきり、きりをつけて結果を出す様に方針
をお立てになっては ?J
父の健康を信ピ切っていた私たちではあったが、停

年で大学の教室を退き、古稀の祝いをして頂きなどし
0 0 0  

て、父の歯舎が、もはや、古来稀なりとされる峠にかか
ったととを知つては、気惑わすもにはいちれなかった。
殊に. 昭和18年 5 月、福井県三方郡の旅先で大病を

忠、い、，危い命を拾ってか b は、口を酸〈して父に申入
れた。

「お矢さん、 ζれか bt:t， いままでとは逆に仕事をし
て下さい。先宇治言を書いて. 研究資料の処置につい
ても指示しておいて下さい。それから、資料を他の人
がして色わかる様に分類しておいて下さい。その上
で、命の許される限りの訴究を続けて下さい。」
乙の願いTゴけは、父もかなり受けいれてくれた様で

ある。
植物地理は、植物分類の限がかなり確かになったそ

の上で、実地に共地域の調査をしなければ明かになら
なh 、大仕事である。
76才一一世間的には長寿と言あれる齢色、さとには短

かかった4
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a  

F 幾春秋. 幾山河を歩いた交として自与の旗1こ映写た
植物分布の婆を自与の手でまとめて後進の人に捜した
かったであろうととを思えば残念である。
1. 採集日誌骨
究は20才から晩年まで 1 日色欠かさや日誌を書い
、た。新聞面の感想から、家事と共に書込んでいる日

.-* tJ'. 1 丁行つては立. t l : ! ? 、あの草、との枝γたあハ
つ、ナがめづL可睡lと折寂つては. '
ゆかれる。
今朝の出で立ち暫〈の間は，牧野先生や私の交を閤ん
で何かと熱心に華ぽうとしていた講習員たち色、何せ
あまりに人教が多いのと. 先生たちが、あまりにむろ

害事t-:から採集托関するE とて色簡潔な患のである I¥t、のとで、しまいには根負け暑さ政げして〈る。そと
が、採集記事t-:け拾い出してみる. と、足跡が誤 P在 lで、先生たちをおいてげぼりにしてきっさと目的の山
〈浮び止: って来るい共に歩いた人刊明かになっ) . " へ登り、谷へ降れ予定地位宿へ着いてしまう。ぉ勢

| 子たちが一風呂を浴びて、』或はピペルを傾跡、碁を打'て来る。又、記された植物名は、何らかの意味で注 1
! っている、そとへ、 2 . 3 時間色お〈れて、すつがり目すべき色のとして記した矢のメ号である。来、同 l

c地へ、数年間一或は同と季節に数回足を運んでい l暗〈なった山宿へた引っしというのが常であや
る場合にほ、花を調ぺょう、数調べようとしてそ| た。
の時惑をねらった意図色読みイとれるφである。 I -1番
1. 論争丈 〆 ，1 しんがりめ牧野先生と、ぞれかι1行のラもかなり熱
交の筆にな君論文としては衣の2 つがある。昭和 3 I心在連中のいる後宇都殿、との間を幾度色往復して
年「九州桔物地理概論」と先り大病後、昭和18年11 1" は、講習員の指導色し牧野先生の採集お手伝い色して
月、小泉源ー先生還暦記念論文集に収められた色の l いた。
で
「日本本土に於げる暖地性植物の分布考察J という論
文である。
ノ生前、自らを語るととのなかった失であるが、究の
越したとれb の色のによって、交は永〈後々の人々に
、呼びかげるであろう。
なお‘究が各地に植物同好の士を数多と育てk とと
も究の業績のうちに数えさして頂いてよいであろう.
日本中、 E ζを歩いて色. ぉ弟子たちに歓迎され、宿
に困らない失であった白

草を掃に

草を縛に
木の棋を枕
花を悲して50牟

とれは、究がまfゴ盛んな九州時代阿蘇山採集の折山
中の宿で、牧野富太郎博士が矢に書いて下すった扇面
の言葉である。，
大豆11年 8 月、久住山大採集会に、さき時中学生であ

った私は女子大学の姉と共に究のお伴をして旗行に加
、b っていた。九州各地かふ夏休? を利用して馳せ参
t た植物講習会員は、150名にものぼる大集団であっ
たー

夕食のすんt:Oあとは、きながち戦場であった。宿の
部屋という! 部屋には、 l ; . . . ラらんが、、いっせいに口を開
いて. その日の採集品をはき出すー枝を折る音、紙の
音。
「とれば何? ゴつげ ?J
「それぱあ作t-:ろう !J
「い字違う! " 先生は、たしかよ何とおっしゃったJ
「そうかな、ヒゃあ、確かあて来るJ
で、人の背中と、 2 うちんをまたいで、実物を色って
究Tこちに聞きたfざしに来る.
交は、自分め採集品の整理がはかE らないととな E

苦にしないで熱心に応待していた。講習員たちがつか

かな夜更け、失と牧野先生は獣々として、採集品をf整
理L 、蹄棄にしていた。
失たちが時折交す鑑かな言葉のほかは、谷川の音が
ひびくばか勿。寝苦しい山の宿も、 11時頃になれば、
さすがに涼し〈なって、いっともなく私は寝入った。
、かなり寝入ったと思われる頃、ふと限のさめた私は矢
たもの方を見? と。究たもはまTゴ整理をつづけている。
究たちがいつ寝むのか. 1 週間の旅行の問、遂に私は
知らなかった。
夢は桔野を

A 住山を中fむとして、附近の山野を、 1 週間にわた I rζれから出かけるかEらね、母さんー支度を !J
. 毎日平均 7 星の行程で歩き廻つ' k : .o Irζζは何処? さ? 米原はまt-:か ?J 令

指導役は、牧野富太郎並びに田代善太郎という ζと i 究は病床にあって、夢幻の間に色旅行していた。-
Iこはなっτいたのであるが、きて宿を出て山にかかる l生を植物分布地理という大仕事に捧げて向から山を歩
と、牧野先生は、講習貝1却名を色っているなE 、~ い| いた究には芸品然のととであったろうが4私たちは傷ま
つのまにか、お忘れになったらしい、宇丁行つては立 i しいことに色患った。
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先年、福井の旅先で急性肺炎にたおれた時色そうであ| ム ζ う思った。
った。高熱のつづいたあと、哲くは、夢設状態であっ 1 j::が. やりかけてみると、各地域々々を考察ナるの
? と。一命は取止めて色呆して1 E しい状態に返るかと気| には、その外廻りが解っていないといけないというと
遣われた守らいであった。 - 1 とから、段々と研究が拡げ b れおととになった。もそう
その様な状惑にあって色、無理色言わする、苦しみ志| して、私ひとりのカでは到底ゆかお大きな仕事となっ

訴えす¥ 色つばら採集を続げているらしく、 1  • 
「ほほう、ととに、こんな色のがあ担ました式」と いまでは、 ζ う昇っている。
とう患り傘の柄をさしのぺて、校を引き寄せる様なし'11 若い人たちは、ァ応、分類7 ，i : 熱心にやるのが良かろ
( ' きをナるとと色屡々あった。 1 君。またやらねばならぬ。その上である入は、分布に
そういう容体の時で在、病床を見舞うお弟子に. 対し| 進んで色るいたい。」

ては不思議と1 E 気になり、頭を向けて、にとやかに会 i 父の言葉足ら中の上に、私の聞き違いもあろうがと
穫し、ナれこ研究の相談を始める、言紫色舌Lれすも、そ 1 : おそれるが、父は上の様な意嫁の ζとを述べた。
の内容には譲りはない様であった。 ノ| 参現の状還の時であって色、こと植物についてJの話
病溺〈いえて、福井から京都へ帰り、ひたすら静養! となるとE しい返事をしていた様であるから。右の言
につとめていたが、戦争が次第に切迫して来た。万一| 禁色、予とがかなり衰弱してから述べた色のではある
をお色んばかつて、信州塩尻に疎開して色らった。きと| が、かむて語らなかった自分の心境を残した志のかと
はその閲，資料の整理を行つ? と。 I思われる。
昭和21年春、信州から京都へ帰った。その 7 月に、 |  交の最後は安らかであった様である。

戦後初め. て閲かれた京都大学植物地理学会に出席、久| 発病以来、小 1恥自然に加わる衰弱のほかは、乙
かたぶりに旧知の人々に会って交は大( ん喜んで炉た| れとむ、う急な悪化車なかった。しかし、父の息侠いの
が、間色なく再び病床につく身となった。 It職内、或は最後の別れとなるかも知れ臥そう息
初秋の頃の気分のいい、頭のハ y キリした朝、父は| うと私は旅立ちをためらった。日本海の漁村調査に 2
言った。 、 H自の出張を仰せつかっていたのである。問行者もあ
「菅のお坊さんな日こは、生きているうちから最後の I
場合の覚悟の立汲にできていた人が多い ζとを聞いて! 神に念ピて立つ乙とにした。その折色父iま、いつもの
いるが、わたしはまだ出来ていない。 J 様に、床の中からやや頭を上l夕、= ツヨリ会穣した。
きとは、自分の目標ばかり' を一心に迫うていたので、 2  J:! 19日、刃向を果して漁村の小さな宿に泊った。

外は 5尺の雲、しんしんと冷えて寝つかれぬ夜であ
ていなかった様であるが、依復のはかばかし〈ないζ| つだa
とを漸く認めて、来し方、行く末を思い、ひとり何色 2 月20日の早朝「放送局の方にお電話でナ」と女中
のかと戦っていた様である。というの色、われあれの| が呼びに来た。
想像であって、. : i .t::んから、自分の苦痛守不. 2 f ' . を他に 1 rとちらは伊根の郵便局でナが、あなた宛の電報が入
漏らす乙とのただ l皮色なかっk 父は、病の床につい| っておりまずのでお伝え致します。本文を申上げま
てから品、その様なととはついぞ漏らさなかった" • 1 ナ。……J
研究資料の処置についても、自分からは言い出さな I 2、3日来降りつづいている雪は、今朝ははや 6 尺に

かった。 1 近い積りとなった。
ある目、枕辺近く坐った私に向って、父はしきりに| 鐙品、海患、港の室長身色、いもめん雪で滑るられた

物言いたげな様子方あったので、顔を近すもげると、父| 中を、父は昇天ナるであろう。か色めが、しきりに雲

は、 Ii " ラりぽつり諮り出した。それを綴ってみるとζ! の海宇とぷ。 . " "" 
ラである。 、 、 箸き自の父 1  

「私色若日、時は熱心Vて分類を守ったしかし、分類に| 幼き日の父は孤独でゐった。
は、あまりカを注守気にはなれ字かった。植物研究を| 父がその親、つまりわれまコれの祖父に死別れたの! ま
ナる者の殆んど皆が分類にかかっているのであるが， • 1  13才でゐったという。生fまはまた ζれより先、ラとの 5
みんながみんた、あんなととでいい志のt:'ろうか' ? . 才の持に、妹を生んで亡〈なった、ので、ゐとは継母に
私は分布を守ろ 5 !  と5思った。 I育て与れたの壱あるが、継母色早主世を去り、妹色 IJ、
そうして、それには. 各地域有# でひとま守考察し| さいうちに亡〈なったという。その後の矢は親戚に預

て、それを穴局から見る、という夙に守れば良かろ| けられて育った。

- 5 5 -



、

貨の家szJ代々筆者であったらい、。曾担究のζと! を 1年陶つとめたa 月俸8 円であうたといラ
を路し? ヒ犬きな石持が、谷文S患の筆で宿島県白河公国'1 の2 階に下宿してたんfゴポ毎日豆腐ばか P検b 宮
の一隅に建っているの戸、究と共に訪れた仁とがあ jのお戸開持したねJ と突いなが4舘じてえ斜忠ととが判
る あった。
，究は、究母や亡くした子供たもの命日を決して忘れ! との間勉強し? と究は、先輩を頼って、、東京へ出でふい〉十

崎のもの、菓子果物な E 買い来って、 b れあれに与| 聞で、激石川英語を習ったそろ 1:0
，故郷をl語った。 きて、後年の交には想像できないととであるが、

しかし、ふt:んの突は、宗教的なとみには無関心な i時の究は政治家になるラという忠色相導な患のであ
様な句怠をわれわれに与えてル、払ある時、私は跡、| たらしい。政治運動に興味を色ったばかりでな〈、突
てみたo 、 i践に色携ったo 却も河野ヒロナカの演説応堤に儲かザ
fうちには宗教はわ、のむ • Iた・とれが輸こ知れた。政治は御械の高轡師範
「ラちは禅宗? ごJ' で、掌生にあるまなきとと. 問題になったa 遂に職員 h

fぉ炎さんは・ーしかb 、信心はないのねj 会識は二矢の退学を命すもるととに決った。
rそう fゴな、しかし、それにはb 貯がある。 lお失さん| 準時の披長は、後』こ講道館柔道で有名な加納泊五郎
はふさい時に両親を失Fったので、ふざい時から偶壇と| 先生. 先手とは最後の一決で、
位碑を持たされ先。毎回、淋しい患の1:が〆島、その前 I
にばかり座っていた。それを伯母たちが見て心配し| 加納授長の温気で選科1こ残るととになった。とれ

ノ売。との子はあんま P傍さまに親しみナぎていげな iが、究の一生を彩る植物研究へと専心する様になった
い、俳壇は預かろう、というととになって、取上げら

あるj
IT学校を卒えt 後、失は濃さ詳塾と実学塾と 1こ学ん
で、次に師範学校内入つ? とa
植島等昔師範を卒業した矢は、田舎で4、学校の校長

父 を 思 つ

J.120日の命日が近づくにつれ、み
ぞれ降る B f I 瀞豊島ちらつぐ目色、看とりしながらひた
すら春を持ち旬、過して居たあの自の事が偲ばれる。
‘母とこ人せめで色う 10:年生きて欲しいと切に望み、
突の少しで S よろとぷ犠伊良い方に向う様子を何より

で、a 担早う、ごちそうき堂、の会穆は愛ちゃ、食事を
工夫しtナ、める事が楽しみでもあり接合いで色あっ
た。突は又再起を信ヒ早〈治って「みんなの入。為に
つ〈百きねばな IJ:ね」と答えるのが常であった. tさんf=
ん衰弱が加b るに古れ眠る時間が多く、なったが、魂は
sは... 夢現の境警T越えて、l 山野の掠をつなげ、豊島めて
は肉薄の時間のとと唱植物の問答を口に L ていた。

動機? ゴという。
究の若き自の食始への情熱、それは後半表面には現
われなかったが. しかし B 昔、には政界の動きが、簡患
ながら常iこ砲され、叉. 選挙民極あて熱心でぐ棄権な
E するととは決してなかった. ととを想えば古うかがわ
れないで患なかったがe

回 代 泰 子

‘ 

p‘ 
fそれでは私怯E うすればよろしいですかJ、と医師に
た守ね「静かじお守ずみになるのが一番およろしいで t

りがとうJ と会理をし、ぞれから母のす、ある牛乳を
飲み、眠りにつき' . 1 . 時間後には永久の別れとなった。
二番末に生れ私ほ究の活動の盛んな時代ば知らすも、
晩年の慈悲深いまなざし& 優しい温情の面影が棋の必
に永久に生きでいる.
. 一衛

f静かなるしあはせに居て失心b れと
桃を食ラペぬ抵の紅き実をj

亡くなる. 日@ 夕刻「大変おb るい状態ですJ C!:家| 私はいつ色心の究に、あいさつをおくれわが行ι
人に脅げ忘れた匿踊の言葉が棋っていた失の耳に入| 遣を者? って居る.

入 J.'

{  
司イf  
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故悶代喜重太郎先生と兵庫懸の植物調査 建部 J 恵 潤

、
故国代善太郎先生迫悼号の苑刊に主与り ζの拙交を御

プ生前御懇篤なる御指導に浴した先生に捧げ多年の学J恩
に酬いたいと忠弘伺湖抑制腕鴎思幽】ザ噛4.'，
，先生は福島県の御出身で東京高等師絡学校御卒業後
長年九州に在って沼南日本特に九州植物の探究に絶大
なる御努力をなされた。犬疋14年九州を会って京都大
学理学部植物学教室に勤務されたが、先生多年の採主義
援本は桃谷順一兵によって植物学厳室潔本摩に寄贈さ
れ、プオーリー師の大採集品と共に設立問なき阿海本
J ; i I に一大主色彩を与えた泊先生は植物研究上の知己を多
く有せられ、京大に入らた後志検定を求めて送付ナる
標本多《、叉各地の採集会を指導し多〈の標本を採集
され、会とれるを悉〈標本庫に入れられたので、おびた
ピしい標本が先生によって直接間接京大に集り、京穴
植物学教室標本摩の充実には大きな功献をされた。か
f くて其後は宅南日本のみなら宇全国各地を旅行して特
lこE草地位植物の分布地理研究に努められたが、その一
端は「日本本土に; 於ける陵地位植物の分布考察j とし
て舷物分類地理第13巻小泉教授還暦記念号に発表され
た。との問先生の採集によって新しく学界に知られた
新種色多数にのぼり小泉教授をはどめ大井. ./色村、国
JII諸先生lこ主って研究発表された。竺些由山円
我が兵庫県と先生の関係は京大に入られた後の ζと
K 廊ナる。兵庫県にあっては従来明治20年頃から商播
に穴上字市正えがあれ者保、宍粟雨郡を中心、に研究
し、淡路には明治後期以後絵沢主主太郎氏が主として南

町を中心に調査をす、め、又姫路師範学校坂本長蔵Eも
はf日馬妙見山、御彫師範学校山鳥吉五郎氏は六甲山系

大上氏により報告されたことによって、大上氏を訪ね
ヨヤスノキの自生を見且つ西播の撞物分布を知りたき
意図を持たれ吉野善介氏( 備中植物誌の若者〉の紹介を
受けとの機会に実現された色ので、六上正忠商筆略伝にJ
るとのととが記され、吉野兵の紹介状、先生の礼状は

尖に大上氏遺品中に現存している白一一- ーー? ぢ
f との大山氏御訪問には坂本長蔵氏の但馬妙見山植物
研究を知られた副産物あり、後姫路師範学校を訪ね坂
本氏蒐集の標本を調ペ妙見山植物調査の有望なるを知
られた先生は昭和 2 年妙見r l J 採集を行あれた o なお姫
路訪問の際には阿昔r ，良卒、西本俊雄両氏の案内により
姫山樹林の溺査をされた。妙見山採集の案内をされた
のは大豆14年摩耶山採集会の際相識られた氷上郡の津
野安三郎氏であったが、 I司氏を遁ピ福知山地方との交
渉前湿り丹波博物会の誕生となり先生の足跡は但馬方
面に色及ぶととうなった。又同会に麗し植物研究を始
eb三丹( 丹後" ，丹波、 il ' ! . 馬〉舷物に精通された荒木英- ¥
氏は直接本県とは関係なき色 1l ' ! . 潟及び多紀. 氷上両郡
にもしばしば採集し、氏の採集品によって命名記載さ
れた兵庫県を尿産地とナる新種色あり、分布上の究室
なる発見色あって、兵庫県植物研究上、氏の功献は大な

る色のがる。又和田山町在住の関口美智太郎氏その他
2，3の人に但馬植物調査の端絡を与えらられ、氏は後争
にf旦馬組物目録を発表した。
l 以上は大豆晩年、昭和初頭に於ける先生と兵庫県の
関係であるが、昭和 5 年兵庫県博物学会が成立し今後
は同会の採集会を指導されて広〈植物の型産地を歩か
れると共に多〈の採集家を養成された。
l司会が初めて先生を招いたのは昭和 6年竜野鶏徳山

気 の精査を以て著名であったが、相互に研究上の提けい| に於ける採集会で、その後昭和114年 8 月宍粟郡船越山
少〈孤立的な感あり、瓦つ研究絡厨4 局部的であっ| 採集会までの 9 年間に揺廃で、は宍粟郡音71 < . 赤西国有
た。それが大豆後期にぎり神戸博物祭会の誕生あり、. I称、富畑村、船越山: 飾鎚君民主写山、雪彦山、神崎郡

指導三されたが、との採集会は先生と兵庫県とを結びつ| 島、赤桧村、鞍居村、三波山: EP南郡石の宝殿: 知商
1 けた記念すべき会合であヲた。先生よかねて兵庫県縮
、問調査の希望を有せられたが) ζ句会合に於てその御
希望を述ぺ且つその帰途ヨヤスノキ採集の目釣を以て
掠保郡香段村に大上正もを訪ね- : 1 自の上正廷の研究物を見
て宍粟郡の植物の有望なるととを知 b れた。ロヤスノ
キは大上氏発見善i守( 明治32，" ( ' : ) 牧野博士によって猪亥

郡法華山: 加束郡清水山、光明寺山: 多可郡千ケ議: ¥
加古、，加東両郡の加古川河畔: 但馬では朝来郡段ケ
峯: 城崎郡玄武百可. 絹巻山: 美方郡余部村: 養父郡妙
見山、丹波では多紀郡小金議、高仙寺山、福住村: 氷
上郡高見城山、妙高山、三国岳、篠ケ器、粟嵐山: 及
び多紀郡大山村から鐙ケ坂を経て氷上郡柏原町に至る、

され、その後タキミシ，; r ; リュウ当ユウ= ザクラ、ィ| 問: 摂津では有馬郡相野古市開: 淡路では常隆寺山.
y ヤシダ、ホンゴウ Y ウ等分布上興味ある植物が次身| 猪必谷、三熊山: 等の採集会を指導され、又翠独採集
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されたとと色おれとれら採襲会の成果ば採集記よ植
物目録として毎号会誌民発表され本県雄窃研究の貴重
な文献& なった。
叉との問先生の指導を受けた人は多数あるが特に但

、 t 馬朝来郡のf [ f 中指市、丹波永上郡の細見末男、多粗郡
ずの樋口繁一、摂常有馬郡の小早川和j次、播磨赤穂郡の
室井緯、加東郡の稲田又男、山口清司諸氏及び宍粟郡
の筆者は先生指導のもとに該地方のフロラの探究を行
い. 室井氏の f赤穂の植物J J n 中氏の「但馬植物官
録J 小早J n 民の「有馬郡の植物概観J 樋口氏の「多紀
郡植物目録J 山口氏の「知東郡野外植物目録」稲田氏
の「兵庫県下のウラポジ科」建都の「宍粟郡植物目
録第一幹J r船越山植物小誌J 等の研究発表があり、
新種植物、分布上興味ある植物色かなり判明した己
一方各地採集会の成果を集成し金県下に及ぼすべき

先生の御意見によ b、先する最色調査のす、んt-:播厚手か

氏の編輯 Lた「播磨植物目録j が昭和10年に発行され
た。本目録には大半氏の目録が加えられー且つ室井氏
色記す如〈早急になった関係上修E すべき点があった
ので、筆者在京中先生は目録を検して修E されとれを
一々口授記録せしめられた。先生の御意図はとの目録
を基礎に追加増捕を行い以て将来兵庫県植物目録へ発
展せしめるにあった。
以上は先生と本県植物研究との関係を略述したので

あるが、 ζれは本県植物研究史の一時期を物語る色の

で. 先生が如何に熱意を持ち御厚意を示きれ
か Y ラiこ足る. 先生は博物尋岳会鵠第加号Iこ「
物挙会lご対ナる希望J と題して植物調査の
られた。それを要約ナると、
(1) 植物目録担善番員をおき調査. 集成の中心とす F

べきである。 ¥  

Iこ: s ' I J ¥ 反覆の機会を与えると共tこ新人の誘導位、ヨ
留意ナべきである。
く3) 各地方の篤志家に研究の便宜を与えて其の地方f

の精査と発表をさせるべきである。
とれに関し筆者が直接拝聴したととろを補足する

と、目録の基礎となる標本の保容機関を設け、足づ嫌
集家ほ榎本を送って標本の充実をはかれ叉各都に
1，2名の中心とる篤志家が欲しく、新人の育成の中心
となると共に一般採集会は語り一遍な採集に終るもの
であるから渓閉山頂に豆きるまで精査に努めるととが目
録を完全なヲちしめる要件であるとの御意向であった晶
戦争は先生の御意図を中絶せしめ、先生叉他界され
て再び御指導を仰「ととは出来ないが博物学会が誕生
し、各地に採集会が聞かれて新人色次第に噌しつ〉あ
る現状であれば、兵庫県植物の研究に示された先生の
御思願に答える日の来るととを念額し且つ期待してや
まね次第である。
( 以上は主として兵庫県生物学会誌を参考として記し
た。 1951年 2 月〉

ワカサハマギクの採集にお侍したときのこと 土 橋 忠 重

田代先生は再三但馬に来ちれてあれわれ同好の士を| た。
， 

御指導下さったがその一つ一つについてはその度毎に I 11月2 d 日新嘗祭先生は京都発夜行列車で浜坂じ下車
報告されているので改めて記すことはない。障との稿| された。僕と西J n 先生く現在大庭小学校長〉とが駅頭に
t-:げは誰に色話したととがな〈、又報告色 L ていない j 出迎えた。天気は曇り何時雨が降り出ずかわか島ない
のでζ、に詑して先生を穂び陀いと思う由 | 空横様である。‘
昭和9 年日月のことであった、国代先生か l>l'但馬| 遭案内は西川先生. 浜坂港を左に赤崎小学授に向つ

¥ 連絡があった。但馬は10月をナぎると毎日毎日のt南! の類が義しい棄を並ぺていた。
・でI 朝天気と a患っていて色午後には蔚となれ豊岡は I (土〉 ζれはク T ザサですか.
天気であって色城崎は南fざというととは珍品しいとと
ではない. 殊に11月の中、下旬iこなれば樹々の棄は落、
ちて練となれー震のとふφは普趨で、時には積震をみ

すと金は困難であづたふ僕はそのよラに先生に建絡す
ると tll.人で色よいから調査しだい〆とむζとであっ

〈田〉ヤヰ足プ. ，. ザサです。西n(先生との辺りではと
のササで屋根を葺きまサんか、

〈酉) っかいます。山から沢山刈ってきて乾してつ
かいます昌

国代先生は沢山とって踊乱c::入れるれた。笹を寧に積
んで混んで来る人遣に合った. 稲架には笹かすp . t j ' で韓 I
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しであったq
芳かげには白い大きな花をつげたキクが咲いていた。
(回) ' ζれがワカサハマギタでナ。 ζのキクはとの

辺りから若狭にかけて生えていまナ。
赤崎小学校に来た。とうとう雨が降り悶した、今日
は休日なので雨戸が閉っている。校庭にはととろE と
ろに7. 1 < が溜っていて遊んでいる子供の姿色みえない。
( 商〉天気が悪くなってきました。乙、からは久谷

駅に近い設がありまナか、
(土)
〈図〉 ζれ位の雨は覚悟の上でナか.b予定通り決行

しましJ:、?o
三尾古事務に越える峠にか、った. 南は止んだa
( 土〉悪い遣でナね。とれ以外に主主はないのです

か、
(面〉 近いうちにズイドウが作られて遣は楽になる

ときいています。
〈土〉 とればナガパノモミヂイナゴでナか、
( 回〉カ. : Y サイモミヂイチゴとい』ます。ナガパノ

モミヂイチゴに似ていて少しちがいまナ。
E の辺りでは Y ヨゴの突が美しかった。
三尾の小学校についた。教室が 2 つ、校長先生の外

ーlこ先生 2 入と小侠様とである。冬の波の荒い時には教

て. ζ 〉で西川先生と別れる。
e 牛後 1 時間発、校長先生はふ侠様を議案内に立て、
下さる。屋を登 19. 加を様ぎり. 国闘を過ぎ又山遣を
芸去る o '1人より歩けない畔主主である。左手には朝日前
門が長く海中に突出ている。-
〈小〉、 ζの辺りにはごらんの還り回闘が少くて米が

く土〉 それでは何をたべているのですか、-
( 小) 1 年中甘藷を食べるのでナ。 ζの烏に] i は甘

田代先生の想、い出

藷を作P、冬には去をつ〈り玄ナ。米を食ペ主うとナ 2

れば. 他から買入れねばなりませんがら容易ではあり
ません。
(図〉
〈土〉‘お祭りとか、お宝月とか特別の日に食べるの

でナか、
(小〉 そうなんて、ナ。
大粒の雨が託証から吹きつけて予定た。洋傘の布目を主主
して飛ちるシプキは全身を滞与す. 翠調な主主が長時間
続いた。 "
たった。 3人共黙って歩いた。
2 ! i 家の毒事武者で有名な余部村御崎についたのは 2 時

牛であった。乙〉で三尾のλJ、使様には帰ってもらっ
た。部落を出て余商湖、橋の見える頃には雨が上った。
右手はナ「海で. 海か b きり立った奈の上に 2 m rtJの
誼がつげであお。 1 ; 1 長設まれば助からない。 ζの砦か
げに楽の厚い、花o'.大きいザカサノ、守ギクが生えてい
た。注意して 1私. 2株とって胴乱に収めた。有名な
鉄筋の下でも車たって歩いた o ワカサハマギクばズイド
ウ附近ーにも多〈あったが何れ色危険な芳子かげばかりで
ある。
同代先生と僕とは培いズイドウを 4 つ遇Zコて鎧駅に

出た。 γ 
(土〉 主く降りましたね。今度の汽王手に乗れば京都
主主乗換なじで行けまナ b 安心でナ。

(困〉 ほんとうに御苦労様でした。やっと ζれ丈言、
繋が出た。

汽車に乗り込ん? 九胴舌Lを棚に上げたま= 又話るな
くウトウ干とした。よ〈色とんなに悪い日に出過つ? と
志のt:o 夜行で来られて今日 1 日中歩かれた間代先生
はお疲れになったととであろ ?o
，震が降ってワカサハマギクの咲く頃になると何時色
ζの採集が思い出される。、、

川 ' 崎 正、悦

6年間居り、その地方の脂薬色あるし、共後昭和 4年
ったかはっきりした記憶がないが、私が八尾中学に勤| から10年まで神奈川県と東京市に住み関東の植物色採
雲寺して后た時分であるから大豆12年か 3年であったと| 集しているので先生が興味をひかれた色のと思う a そ
J思 5。田代先生は私の事を牧野先生かち聞いて居られ| して先生の植物分布を記されたノー干に一々産地名を
たのであろう。八尾中学べ訪ねて来られて私の所蔵股| 記入されたのであった。それか b大豆15年に大阪植物。
禁を見度いとの御希望であったので、拙宅に御案内し| 同好会が再興さ) 1 . て先生に御指導を願うようになって，
τ御目に掛げたら、先生は非常に熱心に御覧になり、 | かち急に先生と親し〈御交際をナるよ 5 になり 1 同年

a とて色 1 日では見尽せないから又来ると云われ、業後 I 2J314日に和泉の犬鳴山に採集に行ったのを始めとし

私の持っていた騎薬会部に目を遇されたのにはすっか| 昭和 4年には貴船、教馬、有馬かち六甲、玄椋池、大
り感的し、驚き志した。私ザ八戸に育ち、青森にt ， I  峰山、淡路の猪鼻谷等の採集会に参加した o 先生はい
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通 !1 tゴl; i思う。
l  それから昭和 3年京都で御大典: の感傷を拝した

厳かな牛車が範に映えて行進ナる有様は今でs欝裏に"
鮮かに蘇える。
先生の戒名ば実相践現議樹普居士と事上、ヂる。京帯

大学の脂葉室に掲げてある御写真ば温顔その色の守雪灘寓電憧ず

に，b ltい、寧真でJあちる治がf九、私がセ々思iにじニご)頂戴ιたの色むい、まか砕J

にe-.制、iににこ ζやかで今に色譜しか砂られそラである恥。舟濯雄髭j

は酒はお舟きの方であつ決たEが3汽号した量ではなカ払、つ挺ιir  
2 本色飲まれると憶快になって嬉しそうであった。免
生はいたって身体色丈夫であったし、まfざま? ゴ費生告
をさ符る色のと J思っていたのにぽっくりと御他界蛇官官¥
ったのは実に重量念である。

き大阪植物問好会の掠集会6方々であったし、昭和 5
年に兵庫県博物宅金会が創立されてからは路方で色、し
ばしば先生の御指導にまる採集会を催した。その後の
事で特K 印象の深いのは和歌山県博物李会の催しであ
った昭和11年 8 J ! の高野山から護摩壇d肉の採集会であ
った。との時はいつsに似すも先生が大分弱って居られ
たので先生色揖講を取られたなあと思った国
先生はいつ色 f植物を研究する入の第一に努むペ告

事は、植物の名をE しく覚える事噌ずa 其事は平凡の
様であるが実に犬切な事でナ。名は嘆の賓と去ろ語は
よく其憲を現は( ，，1と色のセ、J 名じよって其物を印象し
之を記櫨ずるのであるから、之を知るのは其の物を知
iる第一歩と云ってよろ L いJ と去って屠られた全く其
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